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Ⅰ .はじめに  
我が国の 6 歳未満児のいる父親の育児時間は 1 日あたり 33 分と先進諸国の中
で最も少ないという結果であった（総務省、2008）。平成 26 年度厚生労働省白書
では、「ストレスが溜まる」「精神的に疲れる」と回答した男性の割合は、育児期












Ⅱ .方法  
１．調査対象  
 平成 25 年 6 月から平成 26 年 5 月にＡ市にて母子健康手帳交付を受けた妊婦と
そのパートナー 95 組、さらにその中で 2 回目調査の返信のあった 42 組とした。
インタビュー調査は 2 回の回答の返信をした父親のうちの 6 名とした。  
２．調査内容  
 本研究は混合研究法の順次的説明的デザインを用いた。妊娠期と産後の 2 回の
質問紙調査と、妻の出産後に父親に対するインタビュー調査を実施した。 2 回の
調査をペアデータとして分析するために、質問紙は記名式とした。調査票は、
SF-36（ 36-item Short-Form Health Survey）、対児感情尺度、共感経験尺度、夫
婦関係満足尺度、CES-D（Center  for  Epidemiologic  Studies Depression Scale）
とし、 2 回目はこれらから共感経験尺度のみを除いた内容とした。 2 回目調査を











 1 回目調査における回収率は父親 46.2%、母親 51%であった。 1 回目調査時の
平均年齢は父親 33.7 歳、母親 31.5 歳、子ども数平均 1.9 人であった。質問紙の
回答時の平均妊娠週数は 10.32±3.12、産後の日数は 99.6±44.5 であった。健康
関連 QOL については、父親は 30 歳代の疾病を有しない一般男性とほぼ同様の値
を示した。父親よりも母親のほうが全体的に SF-36 のスコアが低かったが、日本
人女性の妊娠期の値とほぼ同様の傾向を示した。CES-D スコアは父親 10.11、母
親 15.69 と母親が高かった。  
2 回目調査では夫婦のマッチングができた 42 組を分析対象とした。健康関連
QOL が低い父親は児への回避的傾向、CES-D スコアが高く、二人目以上の父親
にその傾向が強かった。共感経験尺度、対児感情尺度、CES-D と SF-36 の t 検定
で有意差の認められた項目数は、全ての尺度で母親よりも父親に多かった。  
42 組のペアデータにおける共感経験スコアによる差では、母親が共感的な傾向に
ある父親では健康関連 QOL の 4 項目で有意にスコアが高得点であり、産後は父
親の CES-D スコアが有意に低く、心身の健康度が高かった。  
性格特性を測る共感性による違いの分析では、妻が共感的な傾向にあると、 4
項目で健康関連 QOL が高かった。  
子ども人数による違いでも、母親より父親で有意差のある項目数が多く、健康













アが低く、産後には CES-D スコアが有意に高かった。妻の産後で CES-D スコア
高得点群では、父親は妊娠中に子の誕生に不安を抱く傾向にあり、産後は身体機
能が高く、子への回避的傾向も高かった。  






















































































































































 以上から本論文は、学位規則第 4 条第 1 項に定める博士（看護学）の学位を授
与するに値するものであり、申請者は看護学における研究活動を自立して行うに
必要な高度な研究能力を有すると認められ、論文審査および最終試験に合格と判
定する。  
